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広島県尾道市における観光客と既存住民の交わり方の再考、痕跡の建築的復号試論
RECONSIDERATION OF HOW PEOPLE INTERACT WITH TOURISTS AND EXISTING RESIDENTS IN 
ONOMICHI, HIROSHIMA PREFECTURE, AN ARCHITECTURAL DECODING THEORY OF TRACES
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主査　赤松佳珠子　　　副査　岩佐明彦・北山恒　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　I designed a stay base for tourists and in the process of creating the culture of Onomichi, we have a Yuya 
closely related to many temples made as a by-product. It's a place of relaxation for local residents, and it will 
be a connection point between tourists and town people. I inherit the way of building in Onomichi and create 
a place where memories and new connections are created that are updated through people's work there.
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　建築を創るという行為。その過程における思考を
私はとても大切にしている。建築はそのスペースが
もともと持っている力を利用したり取り込んだりし
ながら、そこにある地形や自然と融合していく。ま
た、建築はそれがある場所性を説明する必要があ
る。このように建築を創るという行為は、可視化さ
れていないある種のメタファーのようなものとの構
築的な会話を通して成すものであると考える。その
メタファーは建築の敷地およびその周辺に多次元的
に四散しており、神経細胞体であるニューロン間に
存在するシナプスのように作用しあう関係である。
　地方都市や田舎と呼ばれる場所と、情報や流行の
発信地としての大都市圏。これらは互いに両極端の
場所性を有する。また、例えば大都市圏と一括りに
呼ばれる地域においても、池袋や新宿、渋谷、品川
など、固有の場所性がそこには存在している。これ
は地方都市や田舎と呼ばれる場所においても同じで
ある。それぞれの地域や場所に固有の性格のような
ものがあり、その個性の一部が露呈する媒体とし
て、建築が挙げられる。
　ギリシャ、ローマ、ゴシック、バロックといった
過去の様式を踏襲せず、機能性や合理性を重視して
設計がなされている近代建築。産業革命以後の鉄や
ガラス、コンクリートに代表される工業化された材
料や、科学技術の進歩に裏付けられた構造技術を積
極的に採用したことが特徴として挙げられる。ま
た、資本主義的思想のもと、経済原理に則りニュー
１．序章
２．備後の湊町、尾道
トラルな空間を積層させ、建築の高層化に拍車をか
けた。そして建築をつくるときには過去の匂いを消
すような、そんな作業の後にどれも同じ無装飾表層
の建築群で街は埋め尽くされていった。人々はその
ような場所において、過去の歴史や文化との接点を
失っている。私はそのことに対して危機感をおぼえ
た。
　尾道は瀬戸内海を代表する風光明媚な街である。
中世以来、尾道と向島の間にある尾道水道 ( 瀬戸内
海 ) に面した港町として栄え、近代化の過程で物流
の拠点となった。明治以降になると商人たちは寺社
に寄進し、見晴らしの良い山手地区では尾道独自の
豊かな風景が育まれた。また、2015 年には文化庁
「日本遺産」の最初の認定地として尾道が選ばれて
おり、国内外問わずして観光客が増加している。
fig. 1　尾道の航空写真
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　これらの図表は、尾道を面的に捉えたリサーチの
抜粋データである。左上の写真類は、設計敷地周辺
の場所性が一番現れている箇所の累積比較である。
山の手には細い路地が隙間を縫うように通り、眺望
は海に向かって開けている。また住居のすぐそばに
は神社仏閣が多く存在し、ここでの生活と密接な関
係にあると言える。右上の地図には、尾道における
人々の拠点がプロットされている。また、それらを
抽出し、カテゴライズしたものを並列に配列し比較
することによって、それらの規模や個数を視覚的情
報として捉えることができる。その中でも特に神社
仏閣とホテルや旅館などの滞在施設の場所をそれぞ
れマッピングしたものが下二つのアイソメ図であ
る。神社仏閣は JR 線より北側の山の手に所狭しと
分布している。また、急激に増える観光客に対応で
きる滞在場所が少ないのがわかる。
３．浮き上がる特質
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fig. ２　リサーチ（一部抜粋）
5-1.  建物と石垣の関係
　尾道の山の手における場の特質は、建物と石垣の
関係にある。急斜面に石垣を築き上げ人工地盤を
造ったのちに、木造軸組みの家々が立ち並ぶその形
式は、尾道らしいという形容表現に値する独特な景
観を創り出している。
　ゴットフリート・ゼンパーの定義する結構術と切
石組積術は、本設計地域の尾道における建物と石垣
の関係に相当する。これらの関係性を抽出し、後世
に継承していくなかで、大地との良好な関係を築
く。
　本研究を進めるにあたり、様々なご指導いただい
た赤松佳珠子教授に感謝いたします。先生には修士
設計だけでなく、研究室のプロジェクトでも多くの
ことを学ばせていただきました。また、設計指導の
飯田善彦先生、副査の岩佐明彦教授、北山恒教授に
は短い間でしたが、大変お世話になりました。
　協力していただいた皆様には大変感謝していま
す。有り難うございました。
5-2.  更新されるもの
　この街にはたくさんの空き家が存在する。しか
し、どれもその姿を変えることなく、使われ方やそ
の中での所作だけが更新される。空き家は尾道にお
いて歴史の副産物であり、固有の文化とも言えるだ
ろう。その存在価値を良しとしたとき、人々はその
更新方法を変化させ、轍を残そうとする。このとき
初めて建物が恒久なものへと昇華される。
　本設計では、尾道での建物の在り方を継承し、そ
こでの人々の所作を介しながら更新されていく記憶
や思い出、新たな繋がりを生む場所を創造する。日
本の風土的にも素木はどちらかといえば腐れ易いた
め、古来より日本の構造物の重要なものはどれも定
期的に建て直されてきた。しかし尾道の山の手にお
いては立地条件上、その更新方法が適応されにく
い。ここでは、建物自体が更新されるのではなく、
私たち自身、そして建物を取り巻く環境が微細な変
化を伴う更新をしていくのだ。人々は湯屋で垢を落
とすという行為を介して新たに生まれ変わり、滞在
拠点に集う人々との新たな出会いを経て人脈を更新
していく。
　本設計敷地にはすでに鉄筋コンクリート造陸屋根
4 階建ての共同住宅が建っている。昭和 38 年 10 月
10 日に建てられ、以前は社宅として使われていた。
現在は廃屋状態であるが、新たな旅館の建て替え計
画工事が少し始まっている。
　年々増え続ける観光客と、その滞在場所の需要を
考えると、まだまだ数が足りていない状態である。
特に眺めのいい山の手地区において宿泊施設数は極
めて少なく、観光客は海辺に建つどこにでもあるよ
うなホテルに泊まらざるをえない状況である。
　そこで本設計では観光客のための滞在拠点を設計
する。と同時に、尾道の文化が生成される過程にお
いて、その副産物としてできた多くの寺院と密接な
関係にある湯屋を併設する。そこはまちの人のため
の憩いの場であり、観光客とまちの人をむすぶ結節
点になる場となる。
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+
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